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ボランティア応募ありがとうございました。

ビエンナーレの諸準備が着々と進んでいます。
ホームステイは、船坂１０班３軒、上山口・北六甲
台・苦楽園各１軒から提供があり、作家さんの作品
作りが本格化してきました。 ボランティアは、船坂
地域で９０人を超える方々から応募いただき、JA
女性部や学生ボランティアなどからも多数の応募
をいただきました。ありがとうございます。
９月中旬には、チラシ５０，０００枚とポスターを全
国に発送します。またのぼり旗を船坂周辺に立てる
予定です。
今年はいろんな雑誌社等から掲載依頼が相次い
でいます。すでにJAFF-mait、るるぶ、ピアなど有名

９月中旬にチラシ・ポスター・のぼり旗が完成

でいます。すでにJAFF-mait、るるぶ、ピアなど有名
雑誌に掲載され、アサヒファミリー、農業関係雑誌、宝塚や西宮のタウン誌などからも取材がありま
した。「美しい里山を背景にした美術展」という所が大変好評を呼んでいるようです。
今までにない作品企画もあります。土日に直径２mの大きなバルーンを空に浮かべて、空から聞こ
える音をイヤホーンで聴く作品。西宮の浜の流木で舟を作り、西宮神社でお祓いを受けたあと、

来場者向け注意喚起看板の制作も学生ボランティアが作ります。
船坂地域の芸術家たちも負けていません。船坂文芸サークルではJAふれあい会館の「趣味の作品展」
に向けて作品制作に取り組んでいます。船坂陶芸クラブは坂上古民家での陶芸展に向けて" 灯かり" を
テーマに作品作りに精をだしています。
１０月２０日(土)には、船坂地域住民と関係者への内覧会を兼ねたオープニングセレモニーを体育館
で行います。市長・議長など来賓の皆様も招待する予定です。乞うご期待！

古い倉庫への作品展示準備を手伝うサポーターたち(9/2)

それをかついで門戸厄神～宝塚～生瀬～蓬莱峡～船坂へ
数日かけ歩いてきて教室に展示する。
携帯で移した写真をメールで送ると、その写真が映
像作品として映し出されるという参加型の作品・・・。
古巻+TeNさんの作品、中瀬さんの作品など、２０１０
年の作品を進化させる企画もあります。 旧船坂小
の教室は作品で満室になりそうです。そして新たに１０
班方面やアリス方面にも作品が展示される予定です。

古巻+TeN作品の歌を録音するワークショップ(9/2)
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(船坂里山芸術祭推進委員会)



船坂数珠つなぎ
●今月はヨガ教室の先生、澄田和代さんのご登場です。

―船坂に引っ越されたのはいつ頃？

２０数年になりますね。伊丹に住んでましたが、猟犬が飼える家を

探していて船坂にたどり着きました。当時１０班のあたりはまだ

竹藪で、本当に家があるの？とその時は不安に思いましたけど

（笑）。でも、住んでみるとやっぱりいいところですよね。

―それまでもヨガを教えていたんですか？

ヨガは船坂に来てから習い始めたんです。それまではフルマラソ

ンとかトライアスロンとか自転車で琵琶湖一周とかしていました。

小豆島で行われたトライアスロンではメダルを取ったこともあるんですよ。

―それはすごいですねぇ。

でも、練習が激しすぎて身体を壊してしまったんです。参加予定していたトライアスロンの大会も断念せざるを得

なくなって、それは今でも心残りですね。それで何か代わりになるものはないかと考えていたときに出会ったのが

ガだったんです。

―ヨガと出会ったきっかけは？

西宮高原ゴルフでキャディーのバイトをしてた時にそこで知り合ったキャディー仲間からヨガを勧められました。

キャディーは体力勝負なのでヨガはとっても良かったんですよ。その勧めてくれた人が私のヨガの先生で、私は一

番弟子なんです。それで先生から山口の公民館でヨガを教わって、指導者の資格も取ることができたったので、

船坂でヨガ教室をはじめようと思ったんですね。

―船坂ではじめようと思ったのはなぜ？

、

―船坂 ？

―教室の初期はどんな状況でしたか？
自治会に協力いただいて公会堂を使用することになり、教室をはじめて開いたのは平成18年10月でした。最初は

口コミからはじめて１回ずつ参加費をいただく体験参加型で、入会金や月謝をいただく本格的な活動は１２月から

でしたね。教室は朝のメンバーと夜のメンバーがそれぞれいますが、その時に入った方のほとんどは今も続けられ

ていますよ。ヨガをやると普段の姿勢から違ってくるのが目に見えて「いいな」と実感いただけるし、活発なご近所
付合いからそれが口コミで広がってくれたと思うので、すごくありがたかったですね。私の先生は今は東京なので

教室の報告や私自身もヨガレッスンを受けに月に１回は東京に行きますが、そこでも「地域密着は大変だけど、そ

の人を知って来てくれるんだからありがたいよね」と先生がおっしゃっています。

―今のヨガ教室の概要は？

正式な名称は「汐田靖子のヨガ 船坂教室」です。講師は東京７人、東京以外で２人。朝のメンバーは１４人、夜は

８人。船坂だけでなく山口や三田から来られてる人もいます。人数的に朝はちょうど良いくらい、夜はまだ参加者が
増えても大丈夫かな。レッスン時間は１時間半。朝の教室も夜の教室もお喋り楽しみながら和気あいあいの感じで

す。夜はヨガ用の服に着替えてより集中して取り組んでる感じでしょうか。年に一度、新年会を兼ねて朝と夜のメン
バー全員で「新年ヨガ」をします。楽しいですよ（笑）。人は生きてる間は身体を動かさないとダメだし、動かすにし

てもいつも同じ動きではなく、週に一度は違った動きで身体に刺激を与えてやらないとダメだと思います。私も身

体が動くあいだは皆さんと一緒に教室を続けていきたいと思っています。まだまだガンバリますよ（笑）。でも出来

れば船坂でヨガを教える後継者の人がでてきてくれたらいいけどなぁ・・・。（インタビュアー：中西・黒木）

ヨガをはじめだした頃は固い身体でしたが、ヨガのおかげで歳を重ねた今でも元気に楽に身体が動かせるように
なったので、これはぜひ「船坂の人たちにも元気になってもらいたい」と思いが一番にあってはじめました。前に住
んでいた伊丹でも今は教えてますが、私はぜひ船坂でみんなと一緒にヨガが出来ればいいなという思いがあった
んです。

ヨ



船坂民話再編(9 )  『しぶ柿の話』 与志朗

船坂には「くぼ柿」という種類の柿が多く、その殆どはしぶ柿でした。

平安時代のこと、弘法大師が船坂をお通りになったとき、きれいな柿がなっていたので、その柿を

所望されたところ、「こんな乞食坊主にやるような柿はないわい」といって村人はあげなかった。その

心を嘆かれた大師は「なんとしぶちんの多いところよ、この地の柿は今後、総てしぶ柿になるだろう」

と、以後しぶ柿ばかりになったと伝えます。

別説があります。それは、ある時お地蔵さんが柿をほしいと言

われた時に、村人は甘柿があるのにしぶ柿を供えたことから、

甘柿が出来ずしぶ柿になったというのです。

それが、今ではその同じ木の同じ柿が甘い柿になってきました。

地球温暖化のためです。柿はある一定の暖かさにならないと

甘くならないのです。高温を好み、寒冷地では成育不良の亜

熱帯・温帯固有の果樹です。日本では、中部以南に良品を

産し、渋ぶ柿の分布が広い。低温でも、高温でも柿は育たな

いのです。青森以北や、鹿児島以南に、柿は殆ど成育してい

ません。

柿は原産地が中国とも、日本に自生していたともいわれてい

ます。元々は小粒な渋柿ばかりでしたが、突然変異で甘柿が

でき鎌倉時代以降に全国に広まったそうです。

８月１５日、船坂の盆踊りが行われ、子供たちは甚平、私は浴衣を着て行ってきました。盆踊りの

日って、ワクワクしますよね♪まだ歩けない末っ子がいるので私は踊れませんでしたが、長男とおば

あちゃんが楽しそうに踊っているのを、焼き鳥とお好み焼きとフランクフルトとかき氷をほおばりなが

ら見ていました。お店もたくさんあって大満足！子供たちはスーパーボールすくいに夢中で、５０個

以上すくっている友達もいて、びっくりしました！SC２１の花火には子供たちが大興奮！！みんな

ダーッと前に出て行って、花火が上がるたびに、歓声を上げ、拍手していました。

小さい子供たちから、おじいちゃんおばあちゃんまで、家族全員で参加できて楽しめる盆踊りは、

本当にいい行事だなと思いました。これからもずっと続いていってほしいです。私もいつか孫と一緒

に参加できたらいいな。今年は日程が合わず参加できませんでしたが、来年は船坂音頭の練習に

参加して、踊りをマスターしたいです！子供たちは「次はいつ盆踊りあるの？早く行きたい！」と

言っていました♪次は来年、また行こうね！（山有里）

ます。元々は小粒な渋柿ばかりでしたが、突然変異で甘柿が

でき鎌倉時代以降に全国に広まったそうです。

平安時代に、柿は存在していたようですが、甘柿か渋柿かの

認識があったのかどうか疑問です。しかし、「延喜式」(九二七

年)に「正月の供物干柿一合」などと記されており、熟柿や干し

柿が菓子の一種として宮中で食べられていたようです。

(挿絵 平井ちゑ子)

盆踊り行ってきました。

９／２７(木) ６:３０～
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出展希望者は２月２７日（日）に集まってください！

期間 平成24年9月3日（月）～10月19日（金） 平日 am9：00～pm3：00

場所 JA兵庫六甲船坂ふれあい会館（金融側が出入口です。）

出展者 坂本茂 木工 中尾祐次郎 書 北福康子 童画貼り絵

椴木三重子 絵手紙 谷口亮悦 画集

お気軽にお立ち寄りください。

船坂文芸サークル

第12回趣味の作品展のご案内

●船坂コミュニティー

夏休みをいただいていたランチ・カフェも9月から再開し

ます。第２・第４日曜日です。

9月 9日 (第２日曜日） 12時よりランチ

13時30分から歌声・カフェ

9月23日 (第４日曜日)   12時より蕎麦ランチ

13時30分から映画会・カフェ

10月14日 (第２日曜日） 12時よりランチ

13時30分からカラオケ・カフェ

●加工グループ

ジャム作りを中心に頑張ってい

ますが、9月よりお菓子の加工が

出来るようになりました。

いろいろアイデァ

を出し合って頑張

っています。

旧船坂小学校管理委員会よりのお知らせ

＜編集者のつぶやき＞

13時30分から映画会・カフェ

10月14日 (第２日曜日） 12時よりランチ

13時30分からカラオケ・カフェ

◎気付けばもう９月がやってきて、夏休みも終わり。花火、キャンプ、盆踊り、かき氷、プールとめいっぱい夏

休みを堪能した息子。でも宿題終わってな～い！！絵日記が一日分だけ残っている様子。大事にとっておい

たのかな？最後の絵日記を書いたら、頑張ってまた学校に行っておいでね。おかあさんも夏休みが欲しい

～！！（山有里）

◎7月11日に毎日放送「ちちんぷいぷい」で放送されてから連日大忙し、あっと言う間に夏が過ぎ、もう船坂は

秋ですね。なんとか編集締め切りに間に合ってホッと一息。さあこれから、道づくり、ふれあいんぴっく、ビエン

ナーレと大忙しの船坂になりますね。（八濱雅彦）

っています。


